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(57)【要約】
【課題】効率よく、積極的に口腔内の雑菌、歯周病菌、
虫歯菌等を効率良く殺菌することができる歯ブラシを提
供する。
【解決手段】殺菌効果のある紫外線を発光するＵＶＬＥ
Ｄ１９を、保持部１３の先端部１３ａに凹設した開口凹
部１８に配置固定した。また、ブラシブロック１６のブ
ラシ基台１４に、ＵＶＬＥＤ１９が出射した紫外線を外
部に導く導光路２３を貫通形成する。これによって、歯
を磨きながら、ＵＶＬＥＤ１９を点灯させ、口腔内に紫
外線を照射することができ、歯を磨きながら、口腔内を
殺菌することができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
把持部と、
　前記把持部から一方向に延出形成された保持部と、
　前記保持部の先端部に設けられたブラシ毛を植設したブラシブロックと
を有した歯ブラシであって、
　前記把持部、前記保持部、又は前記ブラシブロックのいずれかに、殺菌灯を設けるとと
もに、前記殺菌灯から出射される殺菌光を、前記ブラシブロックから外部に出射させる導
光手段を設けたことを特徴とする歯ブラシ。
【請求項２】
請求項１に記載の歯ブラシにおいて、
　前記殺菌灯は、前記保持部に設けられ、
　前記ブラシブロックは、前記ブラシ毛と前記ブラシ毛を植設したブラシ基台とからなり
、前記ブラシ基台が前記保持部の先端部に対して着脱可能に設けたことを特徴とする歯ブ
ラシ。
【請求項３】
請求項２に記載の歯ブラシにおいて、
　前記導光手段は、前記保持部に設けた前記殺菌灯に連通するように、前記ブラシ基台の
前記ブラシ毛を植設した面を開口させた開口部であることを特徴とする歯ブラシ。
【請求項４】
請求項２に記載の歯ブラシにおいて、
　前記導光手段は、前記ブラシ基台を透明の合成樹脂で形成したことを特徴とする歯ブラ
シ。
【請求項５】
請求項１に記載の歯ブラシにおいて、
　前記殺菌灯は、前記把持部に設けられ、
　先端部に前記ブラシブロックを設けた前記保持部は、前記把持部に対して着脱可能に設
けたことを特徴とする歯ブラシ。
【請求項６】
請求項５に記載の歯ブラシにおいて、
　前記導光手段は、前記把持部に設けた前記殺菌灯に連通するように、前記保持部に形成
した導光通路と、
　前記ブラシブロックの前記ブラシ毛を植設した面を、開口させた開口凹部と、
　前記導光通路に導光された前記殺菌灯から出射された殺菌光を、前記開口凹部から前記
ブラシ毛を植設した面側に反射させる反射ミラーと
からなることを特徴とする歯ブラシ。
【請求項７】
請求項５に記載の歯ブラシにおいて、
　前記導光手段は、
　前記把持部に設けた前記殺菌灯に連通するように、前記保持部に導光通路を形成すると
ともに、前記保持部の先端部に形成したブラシブロックを透明の合成樹脂とで形成し、
　前記導光通路に導光された前記殺菌灯から出射された殺菌光を、前記ブラシブロックに
導光するようにしたことを特徴とする歯ブラシ。
【請求項８】
請求項１～７のいずれか１に記載の歯ブラシにおいて、
　前記ブラシ毛は、殺菌光を導光する透明の合成樹脂で形成したことを特徴とする歯ブラ
シ。
【請求項９】
請求項１～８のいずれか１つに記載の歯ブラシにおいて、
　前記ブラシブロックを振動させるための駆動部と、
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　前記駆動部を駆動させるための動作スイッチと、
　前記動作スイッチのオン操作に基づいて前記駆動部を駆動及び前記殺菌灯を点灯させる
とともに、前記動作スイッチのオフ操作に基づいて前記駆動部を駆動停止及び前記殺菌灯
を消灯させる制御手段と
を備えたことを特徴とする歯ブラシ。
【請求項１０】
請求項９に記載の歯ブラシにおいて、
　前記制御手段は、タイマを備え、前記動作スイッチのオフ操作に基づいて前記駆動部を
駆動停止させるとともに、前記タイマを計時動作させ、前記タイマが予め定めた時間を計
時した時、前記殺菌灯を消灯させることを特徴とする歯ブラシ。
【請求項１１】
請求項１～１０のいずれか１つに記載の歯ブラシにおいて、
　前記殺菌灯の発光量を調整する調整スイッチと、
　前記調整スイッチの操作量に基づいて、前記殺菌灯の点灯時の光量を制御する発光量制
御手段と
を備えたことを特徴とする歯ブラシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯ブラシに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、歯ブラシは、歯茎、歯を傷めないため、また、効率のよい歯垢の除去を行うため
に、そのブラシ形状が種々提案されている。また、一方で、歯ブラシは、口に入れるもの
であるために、口腔内の衛生を考えると、常に殺菌した歯ブラシを使用するのが好ましい
。そこで、歯磨きを済ませた使用後の歯ブラシを、収納して次回の歯磨きまで殺菌処理す
る殺菌装置が提案されている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－３２５４４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、殺菌装置で殺菌された歯ブラシは、歯ブラシ自体が殺菌されていて衛生
的であるが、口腔内の雑菌、歯周病菌、虫歯菌等を積極的に殺菌することはできない。従
って、これら口腔内の雑菌、歯周病菌、虫歯菌等を効率良く殺菌することが望まれている
。
【０００５】
　本発明は、上記問題を解決するためになされたものであり、その目的は、効率よく、積
極的に口腔内の雑菌、歯周病菌、虫歯菌等を殺菌することができる歯ブラシを提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、把持部と、前記把持部から一方向に延出形成された保持部と
、前記保持部の先端部に設けられたブラシ毛を植設したブラシブロックとを有した歯ブラ
シであって、前記把持部、前記保持部、又は前記ブラシブロックのいずれかに、殺菌灯を
設けるとともに、前記殺菌灯から出射される殺菌光を、前記ブラシブロックから外部に出
射させる導光手段を設けた。
【０００７】
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　請求項１に記載の発明によれば、ブラシ毛を植設したブラシブロックから外部に殺菌効
果のある光を出射することができることから、歯を磨きながら、口腔内の雑菌、歯周病菌
、虫歯菌等を殺菌でき、口腔内を清潔に保つことができる。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の歯ブラシにおいて、前記殺菌灯は、前記保
持部に設けられ、前記ブラシブロックは、前記ブラシ毛と前記ブラシ毛を植設したブラシ
基台とからなり、前記ブラシ基台が前記保持部の先端部に対して着脱可能に設けた。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、ブラシ毛を植設したブラシ基台よりなるブラシブロッ
クを保持部に対して着脱可能にしたので、安価なブラシブロックを交換するだけで歯ブラ
シを長期間使用できコストパフォーマンスに優れた歯ブラシにすることができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の歯ブラシにおいて、前記導光手段は、前記
保持部に設けた前記殺菌灯に連通するように、前記ブラシ基台の前記ブラシ毛を植設した
面を開口させた開口部である。
【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば、殺菌灯から出射した殺菌効果のある光は、ブラシ毛の
先端方向に出射されるため、ブラシで磨いている部分を効率よく殺菌できる。
　請求項４に記載の発明は、請求項２に記載の歯ブラシにおいて、前記導光手段は、前記
ブラシ基台を透明の合成樹脂で形成した。
【００１２】
　請求項４に記載の発明によれば、殺菌灯から出射した殺菌効果のある光は、ブラシ基台
の全ての外側面から出射されるため、ブラシで磨いている部分のみならず、その他の口腔
内をあわせて殺菌できる。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、請求項１に記載の歯ブラシにおいて、前記殺菌灯は、前記把
持部に設けられ、先端部に前記ブラシブロックを設けた前記保持部は、前記把持部に対し
て着脱可能に設けた。
【００１４】
　請求項５に記載の発明によれば、ブラシブロックを設けた保持部を、把持部に対して着
脱可能にしたので、コスト的に有利な安価な保持部を交換するだけで歯ブラシを長期間使
用できコストパフォーマンスに優れた歯ブラシにすることができる。また、把持部に殺菌
灯を設けたので、殺菌灯の設置スペースを容易に確保でき設計の自由度を上げることがで
きる。
【００１５】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の歯ブラシにおいて、前記導光手段は、前記
把持部に設けた前記殺菌灯に連通するように、前記保持部に形成した導光通路と、前記ブ
ラシブロックの前記ブラシ毛を植設した面を、開口させた開口凹部と、前記導光通路に導
光された前記殺菌灯から出射された殺菌光を、前記開口凹部から前記ブラシ毛を植設した
面側に反射させる反射ミラーとからなる。
【００１６】
　請求項６に記載の発明によれば、本体部に設けた殺菌灯から出射された殺菌効果のある
光は、導光通路、反射ミラー、開口部を介して、ブラシ毛を植設した面から出射されるた
め、歯を磨いている部分に効率よく殺菌できる。
【００１７】
　請求項７に記載の発明は、請求項５に記載の歯ブラシにおいて、前記導光手段は、前記
把持部に設けた前記殺菌灯に連通するように、前記保持部に導光通路を形成するとともに
、前記保持部の先端部に形成したブラシブロックを透明の合成樹脂とで形成し、前記導光
通路に導光された前記殺菌灯から出射された殺菌光を、前記ブラシブロックに導光するよ
うにした。
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【００１８】
　請求項７に記載の発明によれば、把持部に設けた殺菌灯から出射された殺菌効果のある
光は、導光通路を介して透明の合成樹脂で形成したブラシブロックに出射される。そして
、ブラシブロックに入射した殺菌灯から出射した殺菌効果のある光は、シリンダブロック
の全ての外側面から出射されるため、ブラシで磨いている部分のみならず、その他の口腔
内をあわせて殺菌できる。
【００１９】
　請求項８に記載の発明は、請求項１～７のいずれか１に記載の歯ブラシにおいて、前記
ブラシ毛は、殺菌光を導光する透明の合成樹脂で形成した。
　請求項８に記載の発明によれば、殺菌灯から出射した殺菌効果のある光は、ブラシ毛の
先からも出射されるため、殺菌効果が高まるとともに、口腔内の隅々まで殺菌することが
できる。
【００２０】
　請求項９に記載の発明は、請求項１～８のいずれか１つに記載の歯ブラシにおいて、前
記ブラシブロックを振動させるための駆動部と、前記駆動部を駆動させるための動作スイ
ッチと、前記動作スイッチのオン操作に基づいて前記駆動部を駆動及び前記殺菌灯を点灯
させるとともに、前記動作スイッチのオフ操作に基づいて前記駆動部を駆動停止及び前記
殺菌灯を消灯させる制御手段とを備えた。
【００２１】
　請求項９に記載の発明によれば、１つのスイッチで、ブラシブロックの振動と殺菌灯の
点灯、即ち、歯磨きと殺菌が同時にでき、使い勝手が非常によい。
　請求項１０に記載の発明は、請求項９に記載の歯ブラシにおいて、前記制御手段は、タ
イマを備え、前記動作スイッチのオフ操作に基づいて前記駆動部を駆動停止させるととも
に、前記タイマを計時動作させ、前記タイマが予め定めた時間を計時した時、前記殺菌灯
を消灯させる。
【００２２】
　請求項１０に記載の発明によれば、駆動部の駆動停止後も、殺菌灯にて殺菌でき、口腔
内の殺菌漏れを低減させることができる。
　請求項１１に記載の発明は、請求項１～１０のいずれか１つに記載の歯ブラシにおいて
、前記殺菌灯の発光量を調整する調整スイッチと、前記調整スイッチの操作量に基づいて
、前記殺菌灯の点灯時の光量を制御する発光量制御手段とを備えた。
【００２３】
　請求項１１に記載の発明によれば、調整スイッチを操作するだけで、光量を変更して殺
菌灯を点灯できるため、その時々の口腔内の状態に応じて最適な殺菌が行える。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、効率よく、積極的に口腔内の雑菌、歯周病菌、虫歯菌等を効率良く殺
菌することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】第１実施形態の電動歯ブラシを説明するための電動歯ブラシの正面図。
【図２】同じく電動歯ブラシの一部破断側面図。
【図３】同じく電動歯ブラシの電気的構成を示す電気ブロック回路図。
【図４】同じく各ブロック回路を説明するための出力波形図。
【図５】第２実施形態の電動歯ブラシを説明するための電動歯ブラシの一部破断側面図。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
（第１実施形態）
　以下、本発明を具体化した第１実施形態を図面に従って説明する。
　図１及び図２に示すように、電動歯ブラシ１０の柄１１は、基端部に大径の把持部１２
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を有しているとともに、その把持部１２の先端から延出形成された保持部１３を有してい
る。
【００２７】
　把持部１２は、有蓋四角筒状に形成され、基端開口部が、キャップ１２ａにて閉塞され
ている。四角筒状の把持部１２内には、モータＭ（図３参照）と電池（図示せず）が内蔵
されている。モータＭは、回転することによって、保持部１３の先端部１３ａに対して着
脱可能に取着したブラシ基台１４及びブラシ毛１５よりなるブラシブロック１６を振動さ
せる。
【００２８】
　図２に示すように、ブラシブロック１６を着脱可能に取着する保持部１３の先端部１３
ａは、正面を連結面１７とし、その連結面１７中央位置には、導光手段を構成する開口凹
部１８が凹設されている。開口凹部１８の底面には、殺菌灯としての紫外線発光ダイオー
ド（以下、ＵＶＬＥＤという）１９が配置固定されている。ＵＶＬＥＤ１９は、保持部１
３内に配線されたリード線２０を介して駆動電流が供給されて、殺菌光としての殺菌効果
のある紫外線を出射するようになっている。そして、ＵＶＬＥＤ１９から出射された紫外
線は、開口凹部１８を介して外側に出射される。
【００２９】
　ブラシブロック１６は、先端部１３ａの連結面１７に着脱可能に連結するブラシ基台１
４と、そのブラシ基台１４に植設したブラシ毛１５からなる。また、先端部１３ａの連結
面１７には、ブラシ毛１５を植設したブラシ基台１４が着脱可能に装着される。
【００３０】
　詳述すると、先端部１３ａの連結面１７には、連結突起２１が形成され、ブラシ基台１
４の裏面に連結孔２２が形成されている。そして、先端部１３ａの連結面１７とブラシ基
台１４の裏面とを重ね合わせることによって、連結突起２１が連結孔２２に嵌着し、ブラ
シ基台１４が保持部１３の先端部１３ａに対して固定される。反対に、ブラシ基台１４を
先端部１３ａから引き離すと、嵌着していた連結突起２１が連結孔２２から外れ、新しい
ブラシ基台１４（ブラシブロック１６）と交換することができる状態になる。
【００３１】
　ブラシ基台１４には、開口凹部１８と連通する導光手段を構成する導光路２３が貫通形
成されている。そして、ブラシ毛１５は導光路２３を囲むように、ブラシ基台１４に植設
されている。
【００３２】
　従って、ブラシ基台１４を連結する先端部１３ａの連結面１７には、開口凹部１８に設
けたＵＶＬＥＤ１９から出射される紫外線は、ブラシ基台１４に形成した導光路２３を介
して外側に出射される。
【００３３】
　つまり、歯を磨いているときに、ＵＶＬＥＤ１９から出射される紫外線を、口腔内に照
射することができるようになっている。
　前記柄１１の把持部１２には、スライド式の動作スイッチＳＷ１と、同じくスライド式
の光量設定スイッチＳＷ２が設けられている。動作スイッチＳＷ１は、２位置にスライド
させるスイッチであって、図３及び図４に示すように、スライド操作位置に基づく操作信
号ＳＧ１を出力する。
【００３４】
　動作スイッチＳＷ１を先端側にスライドさせると、動作スイッチＳＷ１は、Ｈレベルに
立ち上がる操作信号ＳＧ１を出力し、モータＭを駆動させるとともに、ＵＶＬＥＤ１９を
発光させることができる。反対に、動作スイッチＳＷ１は、基端側にスライドさせると、
動作スイッチＳＷ１はＬレベルに立ち下がる操作信号ＳＧ１を出力し、モータＭを駆動停
止させるとともに、ＵＶＬＥＤ１９を一定時間後に消灯させることができる。
【００３５】
　光量設定スイッチＳＷ２は、同様に、２位置にスライドさせるスイッチであって、図３
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に示すように、スライド操作位置に基づく設定信号ＳＧ２を出力する。
　光量設定スイッチＳＷ２を先端側にスライドさせると、光量設定スイッチＳＷ２は、Ｈ
レベルの設定信号ＳＧ２を出力し、ＵＶＬＥＤ１９の発光量を強くしてＵＶＬＥＤ１９を
発光させることができる。反対に、光量設定スイッチＳＷ２を、基端側にスライドさせる
と、光量設定スイッチＳＷ２は、Ｌレベルの設定信号ＳＧ２を出力し、ＵＶＬＥＤ１９の
発光量を弱くしてＵＶＬＥＤ１９を発光させることができるようになっている。
【００３６】
　次に、上記のように構成した電動歯ブラシ１０に内蔵された電気的構成について説明す
る。
　図３において、電動歯ブラシ１０は、制御手段及び発光量制御手段としての制御回路３
１、モータ駆動回路３２、発光素子駆動回路３３を備えている。制御回路３１は、動作ス
イッチＳＷ１と接続されて操作信号ＳＧ１を入力する。
【００３７】
　制御回路３１は、操作信号ＳＧ１がＨレベルに立ち上がると、駆動部を構成するモータ
駆動回路３２を介して駆動部を構成するモータＭを駆動させるためのＨレベルの駆動制御
信号ＣＴ１を出力するともに、発光素子駆動回路３３を介してＵＶＬＥＤ１９を発光させ
るためのＨレベルの駆動制御信号ＣＴ２を出力する。
【００３８】
　また、制御回路３１は、操作信号ＳＧ１がＬレベルに立ち下がると、モータ駆動回路３
２を介してモータＭを駆動停止させるためのＬレベルの駆動制御信号ＣＴ１を出力すると
ともに、同制御回路３１に内蔵したタイマ３４に計時動作を開始させるための駆動信号を
出力する。
【００３９】
　タイマ３４は、予め定めた時間を計時し、計時動作中はＨレベルのステート信号ＳＴを
出力し、予め定めた時間を計時してタイムアップするとＬレベルのステート信号ＳＴを制
御回路３１に出力する。制御回路３１は、このＨレベルからＬレベルに立ち下がったステ
ート信号ＳＴに応答して、Ｌレベルの駆動制御信号ＣＴ２を出力して発光素子駆動回路３
３を介してＵＶＬＥＤ１９を消灯させるようになっている。
【００４０】
　従って、ＵＶＬＥＤ１９は、動作スイッチＳＷ１をオフ操作してモータＭが停止しても
、消灯することなく、一定の時間点灯し続けた後に消灯するようになっている。
　制御回路３１は、光量設定スイッチＳＷ２と接続され設定信号ＳＧ２を入力する。光量
設定スイッチＳＷ２を先端側にスライドさせた状態で、動作スイッチＳＷ１をオンさせる
と、ＵＶＬＥＤ１９は強い発光量で発光するようになっている。反対に、光量設定スイッ
チＳＷ２を、基端側にスライドさせた状態で、動作スイッチＳＷ１をオンさせると、ＵＶ
ＬＥＤ１９は弱い発光量で発光するようになっている。
【００４１】
　つまり、制御回路３１は、操作信号ＳＧ１に基づいてＵＶＬＥＤ１９を点灯させる時、
設定信号ＳＧ２に基づいて発光素子駆動回路３３を介してＵＶＬＥＤ１９に供給する駆動
電流の電流値を設定する。
【００４２】
　制御回路３１は、設定信号ＳＧ２がＨレベルのとき、Ｈレベルの光量制御信号ＣＴ３を
発光素子駆動回路３３に出力するようになっている。発光素子駆動回路３３は、このＨレ
ベルの光量制御信号ＣＴ３に応答してＵＶＬＥＤ１９に対して予め定めた第１基準電流値
の駆動電流を供給するようにしている。
【００４３】
　また、制御回路３１は、設定信号ＳＧ２がＬレベルのとき、Ｌレベルの光量制御信号Ｃ
Ｔ３を発光素子駆動回路３３に出力するようになっている。発光素子駆動回路３３は、こ
のＬレベルの光量制御信号ＣＴ３に応答してＵＶＬＥＤ１９に対して予め定めた第２基準
電流値の駆動電流を供給するようになっている。
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【００４４】
　ここで、第１基準電流値は、第２基準電流値より大きな値であって、第１基準電流値の
電流を供給されたＵＶＬＥＤ１９の発光量は、第２基準電流値の電流を供給された時のＵ
ＶＬＥＤ１９の発光量より大きくなっている。
【００４５】
　従って、光量設定スイッチＳＷ２をスライド設定することで、光量を設定でき、歯磨き
箇所に応じて光量を変更することで、最適な殺菌処理が行えて、口腔内を効率よく清潔に
できる。
【００４６】
　次に、上記のように構成した第１実施形態の効果を以下に記載する。
（１）上記実施形態によれば、殺菌効果のある紫外線を発光するＵＶＬＥＤ１９を、保持
部１３の先端部１３ａに凹設した開口凹部１８に配置固定した。そして、先端部１３ａに
取着したブラシ基台１４に、ＵＶＬＥＤ１９が出射した紫外線を外部に導く導光路２３を
貫通形成した。従って、歯を磨きながら、ＵＶＬＥＤ１９を点灯させ、口腔内に紫外線を
照射することができため、歯を磨きながら、口腔内を殺菌することができる。つまり、歯
を磨きながら、口腔内の雑菌、歯周病菌、虫歯菌等を殺菌でき口腔内を清潔にすることが
できる。
（２）上記実施形態は、光量設定スイッチＳＷ２を設け、光量設定スイッチＳＷ２をスラ
イド設定することで、光量を設定できるようにした。従って、歯を磨く箇所に応じて適宜
、光量を変更することで、最適な殺菌処理が行えて、口腔内を効率よく清潔にできる。
（３）上記実施形態では、モータＭを駆動してブラシ基台１４を振動させる動作スイッチ
ＳＷ１に連動して、ＵＶＬＥＤ１９を点灯させるようにした。従って、別途点灯させるだ
けのスイッチを設ける必要もなく、動作スイッチＳＷ１を操作するといった簡単な操作で
歯磨きしながら口腔内を殺菌できる。また、モータＭを停止させた時、一定の時間後にＵ
ＶＬＥＤ１９を消灯させるようにしたので、ＵＶＬＥＤ１９を消灯させるのを忘れてＵＶ
ＬＥＤ１９が無駄に点灯し続けることはない．
（４）上記実施形態では、動作スイッチＳＷ１をオフ操作後、一定の時間、ＵＶＬＥＤ１
９を点灯させるようにした。従って、歯磨きを終了したあと、ＵＶＬＥＤ１９から出射す
る紫外線で電動歯ブラシ１０を殺菌でき、清潔に保つことができる。
（５）上記実施形態では、ブラシ基台１４（ブラシブロック１６）を保持部１３に先端部
１３ａに対して着脱可能にした。従って、ブラシ毛１５が摩耗した場合、ブラシ基台１４
を交換すればよく、交換する必要のないＵＶＬＥＤ１９まで取り替えられることがなく。
交換部品を安価に製造することができる。
（第２実施形態）
　次に、本発明を具体化した第２実施形態を図５に従って説明する。
【００４７】
　図５に示す電動歯ブラシ４０は、同電動歯ブラシ４０の柄４１を構成する把持部４２と
保持部４３が、着脱可能になっている点、保持部４３の先端部４３ａがブラシブロックの
ブラシ基台部４３ｂと一体形成された点が、第１実施形態の電動歯ブラシ１０と相違する
。従って、説明の便宜上、相違する点を詳細に説明し、第１実施形態と同じ構成について
は省力する。
【００４８】
　把持部４２の先端面には、円筒状の取付フック４４が延出形成されている。保持部４３
は、その基端部外周面に、円筒状の取付フック４４の爪４４ａに嵌着する嵌着溝４５が形
成される。
【００４９】
　そして、保持部４３の基端部を、円筒状の取付フック４４内に貫挿し、嵌着溝４５に取
付フック４４の爪４４ａを嵌着することによって、保持部４３は、把持部４２の先端面に
連結され、把持部４２と一体的になり、電動歯ブラシ４０の柄４１となる。
【００５０】
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　また、把持部４２の先端面の中央位置には、収容凹部４６が形成されている。収容凹部
４６の底面には、紫外線発光ダイオード（以下、ＵＶＬＥＤという）１９が配置固定され
ている。ＵＶＬＥＤ１９は、把持部４２内に配線されたリード線２０を介して駆動電流が
供給されて、殺菌効果のある紫外線を出射するようになっている。そして、ＵＶＬＥＤ１
９から出射された紫外線は、収容凹部４６を介して先端面側に出射される。
【００５１】
　保持部４３の先端部４３ａには、ブラシ毛１５を植設するブラシ基台部４３ｂが正面側
に張り出し形成されている。ブラシ基台部４３ｂの正面中央位置には、導光手段を構成す
る開口凹部４７が凹設されている。
【００５２】
　また、保持部４３の基端面には、把持部４２と連結したとき、把持部４２の先端面に形
成した収容凹部４６と連通する導光手段を構成する導光路４８が貫通形成されている。導
光路４８の他端は、ブラシブロックのブラシ基台部４３ｂに形成した開口凹部４７に連通
するように貫通形成されている。従って、収容凹部４６を介して先端面側に出射されたＵ
ＶＬＥＤ１９からの紫外線は、導光路４８を介して開口凹部４７に導かれる。
【００５３】
　開口凹部４７には、導光手段を構成する反射ミラー４９が設けられ、導光路４８を介し
て開口凹部４７に出射した紫外線を、同反射ミラー４９にて反射させて開口凹部４７を介
して正面側に出射させるようになっている。
【００５４】
　なお、本実施形態では、把持部４２に形成した収容凹部４６と保持部４３に形成した導
光路４８には、透明の合成樹脂５０ａ，５０ｂを充填して実施している。
　次に、上記のように構成した第２実施形態の効果を以下に記載する。
（１）上記実施形態によれば、柄４１の把持部４２と保持部４３着脱可能にした。そして
、殺菌効果のある紫外線を発光するＵＶＬＥＤ１９を、把持部４２に凹設した収容凹部４
６に配置固定した。一方、保持部４３の先端部４３ａに一体形成したブラシブロックのブ
ラシ基台部４３ｂに開口凹部４７を凹設し、その開口凹部４７に反射ミラー４９を配置す
る。また、保持部４３に、開口凹部４７と把持部の収容凹部４６とを連通する導光路４８
を貫通形成した。そして、ＵＶＬＥＤ１９が出射した紫外線は導光路４８を介して開口凹
部４７に導かれ、開口凹部４７に導かれた紫外線は、反射ミラー４９にて反射した開口凹
部４７を介して正面側に出射する。
【００５５】
　従って、歯を磨きながら、ＵＶＬＥＤ１９を点灯させ、口腔内に紫外線を照射すること
ができるため、歯を磨きながら、口腔内を殺菌することができる。つまり、歯を磨きなが
ら、口腔内の雑菌、歯周病菌、虫歯菌等を殺菌でき口腔内を清潔にすることができる。
【００５６】
　尚、上記実施形態は以下のように変更してもよい。
　・上記実施形態では、動作スイッチＳＷ１に連動してＵＶＬＥＤ１９を点滅させた。こ
れを、ＵＶＬＥＤ１９を点灯させるための点灯スイッチを動作スイッチＳＷ１とは別に、
ＵＶＬＥＤ１９を点滅させるためだけのスイッチを設けて実施してもよい。殺菌処理をし
ないで、即ち、ＵＶＬＥＤ１９を点灯させないで歯を磨くことができるとともに、途中か
ら点灯させて殺菌処理することができる。
【００５７】
　・上記実施形態では、電動歯ブラシ１０に具体化したが、電動ブラシでない歯ブラシに
具体化してもよい。この場合、ＵＶＬＥＤ１９を点滅するためのスイッチを設ける必要が
ある。
【００５８】
　・上記実施形態では、ブラシ基台１４が交換できる電動歯ブラシ１０に具体化したが、
ブラシ基台１４が交換できない歯ブラシに具体化してもよい。
　・上記実施形態では、保持部１３の先端部１３ａに形成した開口凹部１８と、ブラシ基
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３を透明の合成樹脂を充填して実施してもよい。これによって、開口凹部１８に配置され
たＵＶＬＥＤ１９が保護される。勿論、開口凹部１８及び導光路２３のいずれか一方のみ
に透明の合成樹脂を充填して実施してもよい。
【００５９】
　・上記実施形態では、動作スイッチＳＷ１をオフして一定時間後にＵＶＬＥＤ１９を消
灯させるようにした。これを、動作スイッチＳＷ１のオフ動作でモータＭの停止と同時に
消灯させるようにしてもよい。
【００６０】
　・上記実施形態の保持部１３の先端部１３ａ及びブラシブロック１６のブラシ基台１４
を透明の樹脂で成形してもよい。これによって、ＵＶＬＥＤ１９から出射された紫外線は
保持部１３の先端部１３ａの外側面及びブラシ基台１４の外側面から出射させることがで
き、口腔内の広い範囲を一度に殺菌できる。
【００６１】
　・上記実施形態のブラシ毛１５を透明の樹脂で成形してもよい。ブラシ毛１５を通って
紫外線が出射されるため、より近い箇所を殺菌できる。
【符号の説明】
【００６２】
　１０，４０…電動歯ブラシ、１１，４１…柄、１２，４２…把持部、１３，４３…保持
部、１３ａ，４３ａ…先端部、１４…ブラシ基台、１５…ブラシ毛、１７…連結面、１６
…ブラシブロック、１８，４７…開口凹部、１９…紫外線発光ダイオード（ＵＶＬＥＤ）
、２０…リード線、２１…連結突起、２２…連結孔、２３，４８…導光路、３１…制御回
路、３２…モータ駆動回路、３３…発光素子駆動回路、３４…タイマ、４３ｂ…ブラシ基
台部、４４…取付フック、４４ａ…爪、４５…収容凹部、４９…反射ミラー、５０ａ、５
０ｂ…合成樹脂、ＣＴ１，ＣＴ２…駆動制御信号、ＣＴ３…光量制御信号、Ｍ…モータ、
ＳＷ１…動作スイッチ、ＳＷ２…光量設定スイッチ。
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